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はじめに

2015 年度 活動概況

2015 年度TOPICS　

1．「子どもが自らを守る力」と「地域の見守る力」を高める取り組み

2．防災教育紙芝居「じしんのときの　おやくそく」を全国の保育園・ 幼稚園にお届け

3．ICT を使った院内学級での学習支援

4．親子で国際的な視野を広げる「ちびっこおえかきコンテスト」

2015 年度助成事業

助成団体一覧

助成団体交流会

2015 年度決算報告

2014 年度助成報告書

経済的な困難を抱える子どもたちの学習支援活動助成

団体概要



未来ある子どもたちが、
安心して自らの可能性を広げられる
社会を目指して
「ベネッセこども基金」は、2014年10月31日に設立されました。
「教育・子育て」領域を事業の大きな柱とするベネッセグループにより設立された当財団は、子どもたちを
取り巻く社会的な課題、とりわけ、子どもの学び支援を使命としています。

子ども自身が本来持っている自ら学ぼう、伸びようとする力が十分に発揮できるよう、基盤である安心・安
全な環境づくりとさまざまな課題を抱える子どもたちの学び支援に取り組みます。さらに、未来を生きる
子どもたち自身がよりよい社会を創っていくことができるような多様な学びの機会提供にもチャレンジ
してまいります。

代表理事  理事長 小林 登

未来ある子どもたちのために
やさしい社会を

私は、長年にわたり、小児科医として子どもたちに関わってきました。近年、子どもたちを取り巻く環境はよ

り複雑になっています。育児・保育・教育などの問題を総合的に捉えた「子ども学」を提唱し活動してまいり

ましたのも、保育・教育現場の方々、保護者、研究者など、子どもの問題に関わるすべての人たちがその垣根

を越えて、また社会全体で取り組んでいくべきテーマであるとの思いからでした。

「子どもは未来である。子どもはやさしさの中で育ち、育てられる。私たちは、やさしい社会をつくらなければ

ならない」と私は考えています。

スウェーデンの教育者エレン・ケイは著書『子どもの世紀』の中で「20世紀こそは児童の世紀として子ども

が幸せに育つことのできる平和な社会を築くべき時代である」 と述べましたが、その世界はまだ実現してい

ません。21世紀こそ、そういう世界になっていくように、力を尽くしてまいります。

代表理事　副理事長 福原 賢一

「ベネッセこども基金」らしい
取り組みを目指して

2015年度は、当財団にとって、大きな節目となる年でした。2014年10月末に一般財団法人として設立後、

すぐに公益財団法人化への準備を進め、2015年4月1日に公益財団法人としてスタートを切ることができ

ました。

この1年、  「未来ある子どもたちが、安心して自らの可能性を広げられる社会を」という想いのもと、子どもた

ちの生活・学習の基盤である安心・安全な環境づくりと、経済的な事情や重い病気・障がいなどの困難を抱

える子どもたちの学びの機会支援を中心に、活動実績をつみ重ねてきました。今後も、志を同じくする方々

とさまざまな形で連携しながら、「ベネッセこども基金」らしい取り組みの創出に努めてまいります。

ご支援、ご助力をいただきました皆さまへ深く感謝申し上げますとともに、今後ともご指導のほど何卒よろ

しくお願い申し上げます。

▲出典：内閣府「子どもの安全に関する世論調査」

 　　　  （平成25年 7月）

5割以上

子どもの生活の変化や携帯電話やインターネット等の

利用に伴うトラブルなどにより、子どもの安全に対する

不安が高まっています。一方で、全国には270万人を超え

る防犯ボランティアが活動するなど、子どもの安全は地

域で取り組むべき課題という社会的な意識の高まりも

見られます。

日本では、子どもの相対的貧困率は16％を超え、増加傾向に

あります。さらに、ひとり親家庭の子どもの貧困率は約55％に

もなり、ＯＥＣＤ加盟 34か国中最下位という状況です。経済的

経済格差が学力や進学 ・ 就業の格差につながり、貧困が世

代間で連鎖してしまうことも社会的に大きな課題となってい

ます。

子どもが犯罪に巻き込まれる
不安を持つ人 の割合

どちらかと
いえばある

わからない 1.8%

ある
27.9％

ない
29.4％

22.8％18.0％

どちらかと
いえばない

＊「住む地域において、身近な子どもが何らかの犯罪に
   巻きこまれるかもしれないという不安を感じることが
   ありますか」という設問への回答

子ども被害の犯罪に対する不安

▲出典：厚生労働省
   　　　 「平成25年国民生活基礎調査の概況」
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＊病気やけがによる入院に際し、元の学校からの転学 ・               

退学・編入学により学籍が離れた児童生徒数（年間 /のべ）

【出典】 文部科学省「長期入院児童生徒に対する教育支援  

に関する実態調査」(平成25年)

約4,700人＊

病気等で学籍変更する
子どもの数

ベネッセこども基金が
取り組む社会課題 

治療や療養のため長期入院する子どもたち

は、休学による学習の遅れや入院先の院内学

級への転学の問題、退院後の復学への不安な

ど、様々な困難に直面します。子どもの状況に

合わせた細やかな対応が必要ですが、実際に

は支援が行き届きにくい現状です。
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子どもの安心・安全を守る活動
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TOPICS 3

詳 細

TOPICS 4

院 内 学 級での 学 び 支 援

就 学 前＆保 護 者 対 象： 国 際 理 解を深めるプログラム「ちびっこおえかきコンテスト」実 施

発 達 障 がい支 援

経済的困難を抱える子どもたちの学習支援活動助成

2014年度 2015年度

重い病気を抱える子どもの学習支援活動助成

災害地の子どもたちの学びや育ちの支援活動助成

7 月～12月

11月～3月10月末 4月1日12月～3月

11月～3月

財
団
設
立

公
益
財
団
へ
移
行

子どもの学びや育ちを支援する3 つのテーマで助成を実施

“子どもが自らを守る力”と“地域の見守る力”向上支援

  子ども向け教材の開発・普及と地域の活動者をサポートするプログラム＆ネットワーク情報基盤構築

国立成育医療研究センター

院 内 学 級で、コミュニケー

ションロボットOriHime を活

用した学習モデルづくりプロ

ジェクトを実施

発展途上国の問題について、映像教材を見て

思いを絵に表現することで、親子で国際理解を

深め、楽しく学べる教育プログラム(ＮＰＯ法人

グッドネーバーズ・ジャパンとの共催)

・・・

・

地域で子どもの安心・安全な環境

づくりに取り組む方々をつなぎ、活

動をサポートするための情報基盤

構築

震災5 年の節目に防災教育紙芝

居 「じしんのときの　おやくそく」

を企画制作→全国の保育園・幼

稚園6,000 園以上でご活用

低学齢対象「子どもの安全・安心

ハンドブック」の普及→全国で約3

万5 千部の活用実績　

子どもの安全教室講師用プログ

ラムの開発

発達が気になるお子さまの

保護者やそのサポートに取

り組む方々を応援するサイ

ト“エール＆リンク”を通じ

た情報提供支援

▲「基礎知識」「専門家によるアドバイス」
　 「対応事例」「相談先一覧」などのコンテンツを提供

安全プログラム開発 防災プログラム開発

経済的困難を抱える子どもの学習支援を行っている

団体への助成を通じた子ども支援

助成団体交流会等による団体同士のノウハウ交換や

ネットワーク化など総合的な取り組み支援

制度的な支援が行き届きにくい領域での学びモデル創出

“多様性”への理解、社会と自分の関係や社会への主体的な関わりについて考えるきっかけの提供

http://benesse-
kodomokikin.or.jp/activity/
yellandlink/index.html

＜活動テーマ＞

１．子どもの安心・安全を守るための活動

２．経済的な困難を抱える子どもの学び支援

３．重い病気や障がいを抱える子どもの学び支援

４．グローバル社会を生きる子どもの学び支援

５．災害地の子どもたちの学びや育ちの支援

専用サイト「子どもの安全
サポーターズひろば」
オープン

経済的な困難を抱える子どもの学び支援

重い病気や障がいを抱える子どもの学び支援

グローバル社会を生きる子どもの学び支援

p.09

助成事業

2015 年度 活動概況

2015 年度は、4 月1 日の公益財団法人への移行からスタートしました。

「自主事業」においては、NPO や専門家など多様な方々と連携し、子どもたちの安心・安全を守る教育プログ

ラムの開発・普及や院内学級における学び支援プロジェクトなど、今後の核となるような活動を本格化しまし

た。「助成事業」については、子どもの学びや育ち支援の３つのテーマで助成を実施し、次年度以降のベースと

なる年間基本サイクルの構築を進めました。運営についても、公益財団としての体制整備と基盤固めを行って

います。 ▲ 助成団体交流会のようす



子ども自身の安全意識を高める
「教育プログラム」の開発・提供

▲  「子どもの安全・安心ハンドブック」

子どもが
安心して学べる環境

ベネッセこども基金の「安心・安全を守る活動」全体像

相互に連携したコンテンツ

▲ 子どもの安全教室
   講師用プログラム

▲ 情報提供サイト
    「子どもの安全
    サポーターズひろば」

地域で子どもの「安全」「防犯」などに
取り組む方々や、社会的な取り組みの支援

地域の見守り力の
パワーアップ

子どもが自らを
守る力のパワーアップ

教室
ラム

▲情報提供サイト
    「子どもの安全
    サポーターズひろば」

情報提供サイト
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「子どもが自らを守る力」と
「地域の見守る力」を高める取り組み

「安全教室」や「防犯ボランティア」「こども110 番」など、安全・防犯の取り組みに対する社会的な関心が高ま

り、地域でさまざまな取り組みが行われています。

未来ある子どもたちが、安心して学習に取り組み、自らの可能性を広げられる環境の実現には、子ども自身が

自分を守るための力を育むとともに、子どもを見守りながら育てられる地域の環境づくりが必要と考え、それ

らを活動の2 本の柱とし、専門家のご協力をいただきながら、取り組みを進めています。

◆ 主に小学生（特に低学年〜中学年）を想定

◆ 専門家に監修をいただいた、子どもが実践しやすい内容を紹介

◆ 絵本のような親しみやすいトーンで「怖くなく」子どもに必要な知識が伝わる

＜活用シーン＞ 

・ ご家庭で保護者の方とお子様が一緒に読んでいただく

・ 学校や地域行事で研修会やワークショップを行う際の資料として配布

＞＞冊子紹介ページ： http://blog.benesse.ne.jp/anzen/programs/post.html

◆ オリジナルスライドデータとシナリオ骨子のパッケージで、取り組みやすい

◆「子どもの安全・安心ハンドブック」と連携した内容 

◆ 親しみやすいトーンで「怖くなく」子どもに必要な知識が伝わる▲ テスト開催を行い、プログラムをブラッシュアップ中

2015年 3月発行。学校・ PTA 行事、自治体等での子ども向けの配布、防犯ボランティア研修
で子ども向けの説明を学ぶための資料などの形で、多数の活用をいただいています。

「子どもの安全・安心ハンドブック」「子どもの安全教室講師用プログラム」は、子どもの安全を守るためのイベントやワー
クショップ（自治体や学校など公的団体によるもの、あるいはボランティアなどによる非営利を目的とした開催）で活用
される場合に限り、無償で提供します。

活用希望の方は、以下までご連絡ください。

＜ 公益財団法人ベネッセこども基金　安心・安全窓口 ＞ TEL ： 04-7137-2570 / 祝日を除く月～金 ( 10:00 ～17:00 )

地域の子ども向け安全教室などでの活用を想

定した講師用プログラムは、｢子どもの安全・ 安

心ハンドブック｣を活用し、独自に子ども向けの

講演をされた保護者の方々の事例を参考にする

中で、こうした皆様の取り組みをサポートしたい

という思いから、新たに開発したものです。

当財団では、全国で「子どもの安全・安心ハンドブック」を活用いただく過程で、PTA や防犯ボランティアをはじめとする、地域で子どもの

安全・安心な環境づくりに取り組むさまざまな皆様と対話を重ねました。そして、子どもが安心して学びに集中できる環境の実現には、子

どもが自らを守る力を伸ばすだけでなく、地域の見守り力アップをサポートするという両輪の推進が重要と考えました。このような考えの

もと、2015 年度は新たな取り組みとして講師用プログラムの開発や、地域の活動事例やノウハウの共有ができる情報基盤としてのサイト

構築に取り組みました。

～自分を守るために身につけたい知識や行動について、子どもの目線でわかりやすく説明する冊子～

安全教育冊子 ｢子どもの安全・ 安心ハンドブック｣発行から始まったこの活動は、
当財団が最初に着手した 重要な取り組みのひとつです。

～地域で子どもの「安全」「防犯」などに取り組む方々の活動を支援するプログラム第1 弾～

親しみやすいイラストで子どもに受け入れられやすく、「防犯」   「安全」だが、必要以上に怖い印
象を与えないのがよいです。（PTA役員）

安全教室開催後、家でも親子で考えるしかけがいる、と思っていました。自分たちの教室と連
携して活用したいです。（自治体安全まちづくりご担当）

登場者が子どもと、子どもを取り巻く街の人全般であるため、防犯ボランティアや学校主体の
企画でも活用しやすく感じました。（防犯協会ご担当）

子どもが学校から持って帰ってきました。家庭の中でも活用しやすいです。（小学生保護者）

冊子のご提供先内訳
(2015年度)

自治体
34％

PTA
23％

学校
16％

警察 6％ その他 4％

民間団体・ボランティア17％

< 子どもの 安 心・安 全を 守る活 動 >

親子支援の取り組みから、地域のサポートへ

｢子どもの安全・ 安心ハンドブック｣

子どもの安全教室講師用プログラム

ご活用いただいた皆様の声
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防災教育紙芝居「じしんのときの おやくそく」を
全国の保育園・幼稚園にお届け

< 子どもの 安 心・安 全を 守る活 動 >

東日本大震災から５年の節目に、防災教育紙芝居「じしんのときの　おやくそく」を企画制作し、全国6,000

以上の保育園・幼稚園にお届けしました。

就学前の子どもが、地震が起きたときに自分自身を守る行動がとれるように学んでほしいという思いのもと、

普及を進めています。

子どもの防災に対する関心の高さを実感すると共に、
全国の園での防災教育実践に貢献

防災の専門家の方々の知見と
ベネッセの教材制作のノウハウがつまった防災教育紙芝居

て、ご活用いただいていることにな

ります。また、今回の取り組みは、新

聞にも複数取り上げられ、教育委員

会や消防関係者、防災士の方など

からのお問い合わせもいただきま

した。幼児向けの防災教育に対す

る社会的なニーズの高さを実感し

ています。

全国の幼稚園・保育園などから、6,000件以上（2015年度末時点）のご要望

をいただきました。全国の2 割近くの園で、子どもたちの防災教育の教材とし

防災教育紙芝居「じしんのときの おやくそく」は、㈱ベネッセコーポレーション〈こ

どもちゃれんじ〉が東日本大震災の復興支援チャリティーとして制作した同名の

絵本をベースに生まれました。防災の専門家の方々の知見と〈こどもちゃれんじ〉

の教材制作のノウハウが活かされたものです。

当時の制作関係者の皆さまに今回の活動趣旨にご賛同・ご協力いただき、絵本か

ら紙芝居へのリニューアルが実現したことで、子どもにとって親しみやすく、理解し

やすい防災教育教材を早期に具現化し、提供することができました。

	
早速、この紙芝居を使って、避難訓練をしました。

周囲の防災関係者に紹介しようと思います。

消防士の幼児向け防災指導に活用します。   

繰り返し練習して、もしもの時に園児が自分自身
をまもることができる力を身につけられるように
したいです。

日々の避難訓練と併せて、子どもたちの安全を守
るための取り組みに、より一層励みます。

ご活用いただいた皆様の声

▲  えきまえこども園「凛」（長崎市）

でのご活用のようす 

※防災教育紙芝居「じしんのときの　おやくそく」は、当財団が〈こどもちゃれんじ〉から絵本のお話を無償で
譲り受け、キャラクターの使用許可を得て、紙芝居として再構成したものです。

子どもの安全を守りたいと考える方々が集い、学びあい、元気になる場となることを目指しています。

地域の方々をつなぎサポートする情報サイト
｢子どもの安全サポーターズひろば」の構築

地域で子どもの安心・安全な環境づくりに取り組む方々をつなぎ、さらに元気に活動を進めていただくことを目的として、情報提供サイト

「子どもの安全サポーターズひろば」を2015年度にスタートしました。

当財団が企画開発したプログラムの共有や各地域での活動事例の紹介、専門家の方々の知見の提供などを行っています。　

＞＞子どもの安全サポーターズひろば： http://benesse-kodomokikin.or.jp/activity/anzen/index.html

「子どもの安全をみんなで考える」ための
きっかけづくりを

『あおにんじゃ』が
子どもたちの合言葉になることを願って

絵本を制作した当時は、「ようやく被災地のためにできることが見つ

かった」ととても嬉しく思ったことを覚えています。地震がテーマなの

で、子どもたちに恐怖心を与えないよう、幼稚園で教えていた経験を生

かして、工夫しながらお話をつくっていきました。その上でこどもちゃれ

んじのキャラクター・しまじろうはとても重要な役割を担っています。

子どもたちにとって等身大の存在であるしまじろうがいることで、子ど

もたちは安心して、しまじろうと一緒に地震を疑似体験し『あおにん

じゃ』（キーワード化した地震時の行動）を練習できるのです。

子どもたちの安全は、社会全体の願いです。とくに犯罪被害を防ぐた

め、地域での見守りや、安全教室の実施などさまざまな取り組みが広が

りをみせています。一方、アンケートや調査から垣間見えるのは、「犯罪

への不安はあるけど、日ごろの生活で危険は感じないので防犯対策は

していない…」という安全と安心のギャップともいえる状況です。そもそ

も防犯は、「不審者」や「悪い人」などのイメージが先行し、コワい、カタ

い、つまらない…と思われがちな分野でもあります。しかし、いつ遭遇す

るか分からない危険から身を守るためには、安全への意識を忘れない

ことが不可欠です。そのために、より身近に感じられて分かりやすい発

信の方法のひとつとして「子どもの安全・安心ハンドブック」が誕生し

ました。子どもたち自身がもつ「自分を守る力」を引き出す視点でまと

めた一冊です。監修者として企画段階から参画し、もっとポジティブに

元気に安全への自信を持っていただきたいとの願いを込めています。

ところで、子どもたちへ安全を伝える機会は、一過性のイベントではな

く、定期的に繰り返し行われることが重要です。そのためには、保護者

やPTA、学校、地域のみなさまなど子どもたちの身近にいる大人たち 

当初から「いつか紙芝居になって全国の園で読まれるようになってほ

しい」と思っていましたので、念願だった夢が叶ったような気持ちです。

この防災教育紙芝居が幼稚園・保育園で読み続けられて、いつか、「じ

しんのときは『あおにんじゃ』。おむかえくるまでまっててね」というフ

レーズが、日本中の子どもたちの「合言葉」となることを願っています。

※ わたなべももさんは「じしんのときのおやくそく」のお話の執筆者

で、紙芝居制作にも全面的にご協力いただきました。

自らが伝えていただくことが効果的だと考えています。ベネッセこども

基金との協働における、次のチャレンジとしては、誰もがすぐに実践で

きる安全教室パッケージの普及です。楽しい雰囲気の中で、子どもたち

自身がもつ「自分を守る力」を確認することができるものです。

安全は、「自分で自分を守る」ばかりではなく、地域とのゆるやかなつな

がり、世代を超えたコミュニケーションなどを育むことも大切な要素で

す。ひきつづき、「子どもの安全をみんなで考える」ためのきっかけづく

りを提案していきます。

※ 武田信彦さんは、犯罪防止NPOの幹部などを経て、2006年より安全

インストラクターとして活動を開始し、「一般市民としてできる安全

のコツ」をテーマに全国で講演やセミナーなどを多数実施されてい

ます。子どもたちの安全力向上を目的とした「安全ワークショップ」

も好評を得ています。

     サイト ： うさぎママのパトロール教室

                     http://www.usagimama.com/

武田 信彦 さん

わたなべもも さん

　作家（作詞・おはなし）

安全インストラクター

うさぎママのパトロール教室主宰　

＜子どもを守る知見の提供と交流の場を生み出すサイトづくり＞

子どもの安全サポーターズひろば 各地域の活動

活動
プログラム

各地の
実践事例

専門家
コラム
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ICT を使った
院内学級での学習支援

< 重 い 病 気や 障 が いを抱える子どもの 学 び 支 援 >

重い病気などにより、学びへの意欲向上や学習に対する支援を必要としている子どもたちがたくさんいます。

特に、長期入院や療養を必要としている場合、今まで通り学校に通うことが難しくなるため、子どもは休学や

転籍による学習の遅れや、復学への不安を抱えやすく、支援も行き届きにくい現状があります。病気によって学

びに対してさまざまな不安や課題を抱える子どもたちのために、ロボットなどのICT を使った院内学級におけ

る学び支援に取り組んでいます。

画面をスワイプして顔の向き
を変えたり、アイコンを押し
て動作を変えたりできます。

操作は簡単

カメラ

額に搭載された高画質カメラで、操作
している人に目の前の景色を伝えま
す。首を動かすことで自由に周辺の様
子が見えます。

拍手をしたり、「うん」と
うなずいたり。腕や顔を
動かしながら、操作して
いる人の感情を豊かに
表現します。

マイク・スピーカー

操作している人は、マイクとスピーカー
を通して、OriHimeの向こう側にいる
人々と自由に会話を楽しめます。

操作
伝えま
の様

カー
いる

多彩な表現

拍 手 お手上げ

分身ロボット“OriHime”は、カメラ・マイク・スピーカーが搭載された遠隔操作ロボットです。病気を抱えていたり、家族と

離れ離れに暮らしていたりなど、さまざまな理由により行きたいところへ行けない人の分身となって、友人や家族とのコ

ミュニケーションを可能とします。

OriHime はインターネットを通じて遠隔操作ができ、タブレットを操作して辺りを見回したり、ジェスチャーをしたり、

OriHime の周囲の人と会話を楽しんだりすることができます。操作している人も、接続先にいる人にとっても、分身である

OriHime という存在を通じて、「あたかもその人がそこにいる」ような「存在感」を感じながらコミュニケーションが取れる

ことが特徴です。

分身ロボット“Or iHime” とは

		 	

入院している子どもたちに
よりよい学びや
体験を届けたい

入院していても、家族や友人と
同じ時間を過ごせる
未来を目指して

そよ風分教室には、成育医療研究センターに入院している、小学

生から高校生までの子どもたちが通っています。子どもたちは、医

師の判断のもと、病室から教室へ登校したり、また教師が病室の

ベッドサイドへ出向いたりして、授業を受けていますが、治療の状

況や体調によって授業や学校行事に参加できないこともありま

す。

子どもには、伸びようとする力、仲間を大切に思い、また勉強した

いという気持ちがあり、それは病気を抱える子どもたちも同じで

す。入院しなければならない子どもたちにとって、落ち着いて治療

に専念することが必要ですが、途切れずに学びの機会を得られ

ることも、とても大切になります。

院内の子どもたちにできる限りよい体験をしてもらいたいと考

え、今回のOriHime を使ったプロジェクトは、その実現のサポー

トとなるものだと思います。よい事例を作り、病気を抱える子ども

たちの学びにつながる活動が広がっていくことを願っています。

東京都立光明特別支援学校  副校長  

永島 崇子さん
病気で入院している子どもたちの中には、少なからず「孤独」を

感じている子がいます。

私自身、小学校から中学にかけて３年半の間、自宅療養やスト

レスでほとんど学校に通う事ができず、勉強の遅れや友人との

会話についていけないことに不安や孤独を感じていた時期が

ありました。

その経験から、「親しい人と人同士がつながり、孤独でなくなる

未来」を創りたいと思うようになり、行きたいところに行け、会

いたい人に会える、人と人をつなぐ方法として、OriHime を開発

しました。

院内学級に通う子どもたちが、OriHime を使って授業を受けた

り、ご家族やクラスメイトとの交流を楽しんだりできるよう、こ

れからも「存在感の伝達」をコアに、より生徒さんに喜んでもら

えるプロダクトづくりをしていきたいと思います。

株式会社オリィ研究所  代表取締役 CEO

吉藤 健太朗さん

成育医療研究センター内「そよ風分教室」でのプロジェクトスタート

重い病気で長期入院や療養している子どもたちのために、小児がんの拠点病院でもある国立成育医療研究センターと連携して、院内学

級での学習・コミュニケーションをサポートするプロジェクトをスタートしています。

本プロジェクトでは、株式会社オリィ研究所の"OriHime" というロボットを使い、入院中で病室から出られない子どもと、院内学級の先生

や友人などをつなぎ、学びやコミュニケーションの場・機会を提供する活動に取り組んでいます。まずは、成育医療研究センター内にある、

東京都立光明特別支援学校のそよ風分教室にOriHime を貸し出し、子どもたちや先生に活用していただいています。

小学2 年生の授業で入院中の子どものベッドサイ

ドとそよ風分教室をOriHime でつなぎました。入院

して以来、分教室に行くことができず、ずっと友達と

ふれあう機会がなかったので、最初は緊張していた

ようすでしたが、OriHime を通して分教室の同級生

の顔を見て、とてもうれしそうな表情を見せていまし

た。分教室にいる子ども達もOriHimeの動きやリア

クションを見て、病室にいる友達とのやり取りを楽

しみました。

O r iH imeが子どもたちを笑 顔に

▲ そよ風分教室での授業のようす

OriHime
分身ロボット

病室および一時帰宅の家庭

院内学級/先生

病院内の友人

家    族

入院中の子ども
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■ コンテストの流れ

ご案内

参加申込

作品提出

キット送付

参加園児の作品提出

各家庭へ
キット配布

コンテストの運営・開催

共 催 者

園での参加希望者の
取りまとめ

幼稚園・保育園
親子でDVDを視聴、
作品をつくる

各ご家庭

グッドネーバーズを通して、受賞作品を発展途上国の子どもに届けるとともに、
生活や学校に通える環境づくりを支援します。

キット配布

キ

催

ッキ

審査・表彰

親子で国際的な視野を広げる
「ちびっこおえかきコンテスト」

< グローバ ル 社 会を 生きる子どもの 学 び 支 援  >

「親子でチャレンジ国際理解！ちびっこおえかきコンテスト」は、就学前の子どもとその

保護者を対象とした教育プログラムです。本コンテストでは、映像教材を見て感じたこと

を、子どもが家庭で保護者と対話したり、絵で表現したりすることを通して、発展途上国

の問題やそこに暮らす子どもたちについて知ることができます。

子どもは、保護者との対話やお絵描きにより理解を深めることができ、また保護者も子

どもと一緒に取り組むことで、世界への関心を高めるような学びの機会を得ることがで

きます。

① 子どもの発達に合った教材で学べる

② 親子で一緒にチャレンジできる   

③ 国際的な視野が広がる

3 つの特徴

全国から1,715 組の子どもと保護者が一緒に取り組みました

ちびっこおえかきコンテストとは

DVD を見終わってからの数時間、普段見たことがない程の集中力で、絵を描き
続けました。最初は募金をしようと思いお金をかきましたが、買えるものが無い
と困ると思い、マスントゥが喜ぶと思うものを沢山考え、サッカーボールやハン
バーガー、ジュース等を描きました。自分とは全く違う環境に住む、齢の近い男の
子の気持ちを想像することは、彼にとってとても良い経験だと思います。一生懸
命描いたこの気持ちが、マスントゥにも届きますように！

審査員コメント

表彰式の様子

▲第三 回　最優秀賞作品

	
世界には、貧しい環境にある人が
いるということが 教えられたの
がよかった。上の子(小1)も世界
の国々に興味をもち始め、読む
本も世界の習慣や国々のことな
ど視野が広がってきました。

紙とえんぴつを前に、好きなだけ
描けることに、「これも当たり前では
ないんだよね」と言っていました。

食事に苦手なものがあっても「マ
スントゥ君はごはんたくさん食べ
られないから、食べる! 」と食べる
ようになったり、新しくマスントゥ
君の絵を描いて幼稚園に持って
いったりしています。

ご参加いただいた保護者の声 	

	

親子での対話と、子どもの
自由な発想を重んじるコンテスト

「ちびっこおえかきコンテスト」には大きく3つの意義があると思っています。1つ目は、取り組む

中で親子や家庭での対話が生まれること。2つ目は、世界について知るきっかけが得られるとい

うこと。そして 3 つ目は、絵を描くことをコミュニケーションの手段として、子どもの自由で多様

な発想を大切にするということです。

三回目の開催となった今年も、たくさんの絵が集まりました。毎回審査で思うことは、例えば

300枚の絵が集まれば、そこには300人の子どもの気持ちがあるということです。マスントゥ君

の暮らしを見て何を感じ、何を絵にしたいと思ったのか。子ども一人ひとりの受け止め方が違う

からこそ、描かれる絵も全部違うというわけです。

本コンテストで大切なのは、絵の上手下手ではないということです。子どもの気持ちがどこまで

素直に絵になっているのかです。子どもには大人にない感性があり、そのオリジナリティこそ才

能です。  今年も審査の過程でたくさんの素晴らしい絵に出合えました。

クリエイティブディレクター
「ちびっこおえかきコンテスト」審査員

藤崎 実 さん

1,715点もの作品が寄せられ、全国から83の幼稚園・保育園の参加があり

ました。厳正な審査のうえ、最優秀賞 1作品、優秀賞 3作品、審査員賞 3 作

品、企業賞 2 作品、グッドネーバーズ・ジャパン/ ベネッセこども基金賞 2 作

品、団体賞 1 園、佳作 40作品が選出されました。どの作品も、発展途上国

に暮らす子どもの夢を応援する絵を、クレヨンや絵の具・折り紙などの子ど

もの好きな画材で自由に表現しています。親子で一緒に取り組んでいただ

けるよう、保護者の方にもコメントを書いていただく欄を設けているのもこ

のコンテストの特長です。

   保護者の方からのメッセージ

たくさんの元気な子どもたちにご参加いただき、

賑やかでほのぼのとした式典になりました

普段使わない色を使っているところに子どもの想
像力の豊かさを感じます。マスントゥ君に届けたい
ものがたくさん散りばめられていて、たいしくんの
想いがこもっています。地球には文化・民族・宗教などさまざまな面で異なるバックグラウンドをもつ人々が暮らしており、グローバル

化が加速している現代においては国籍や人種を超えてお互いを理解し、共存していくことが不可欠です。特に

未来の担い手である子どもたちは、広い視野を持ち、新しい知見と価値観を持つグローバルな人材に成長す

ることが求められており、そのためには幼い時期から広く「世界」にふれる機会があることが大切です。

幼少期の子どもに「世界」にふれる機会を提供することを目指して、認定NPO法人グッドネーバーズ・ジャパン

との共催で、「ちびっこおえかきコンテスト」を開催しています。
2016年2月27日 （土）

（株）ベネッセコーポレーション多摩オフィスにて

◀一人ひとり壇上に
　上がってもらい
   表彰状を受け取りました

会場内に展示された
入賞作品を皆さんじっくり　
ご覧になっていました

▶

▲ 1,715 人の中から受賞した園児36 名とご家族や園の先生方                      　　　　　　　

約160 名が参加
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経済的困難を抱える子どもたちに対して、学びの機会の提供や学習環境づくりなどの

活動に取り組む団体を支援します。

重い病気などによって学びへの意欲向上や学習支援などが必要な子どもたちに対して、

学習の機会の提供や学習環境づくりなどの活動に取り組む団体を支援します。

災害地域に暮らす子どもたちおよびその保護者などを対象に

子どもの学びや育ちの支援に取り組む団体を支援します。

2015年度 助成事業 
未来ある子どもたちの学習の支援に取り組む団体への助成を通じて、子どもたちの学習環境整

備や学びの機会づくりに寄与することを目指します。 以下の 3 つのテーマで、日本国内の各地域

で活動されている団体への助成を通して、その活動を応援し、より広く、多くの子どもたちに支援

が届くよう、取り組みます。

経済的困難を抱える子どもたちの学習支援活動助成

重い 病 気を抱える子どもの学 習 支 援 活 動 助成

災害 地の 子どもたちの学びや 育ちの支 援 活 動 助成

団 体 名 団 体 所 在 地 事 業 名

※助成団体一覧【50音順】

特定非営利活動法人
いるかねっと

貧困連鎖解消のための子どもの学習支援事業
「マナビバ」の開催

岐阜県内学習支援活動の中間支援および
周辺フォローに関する事業

地域で支えよう！
外国にルーツをもつ子どもたちへの学習支援事業

「生活困窮世帯の子ども・若者が集い、食事し、
学習するキミニモデキル食堂」設立

通所困難地域に対する送迎と支援対象を広げる学習支援
サポート事業

食事支援ステップアップ事業

地域が育てる、子どもの自己肯定感を育む「居場所」機能を
持った持続可能を目指した寺子屋運営および人材育成事業

児童養護施設や里親などで暮らす子どもたちに学習サポート
する学習支援者を養成し、今後の社会的養護分野の有効な
学習支援方法を提言する事業

経済的困難家庭の子どもへの課外活動サポート事業

フリースペース「マナビバ！」
（高校中退者等再チャレンジ支援事業）

高校生学習支援プログラム

生活困窮家庭学習支援事業

外国にルーツのある子どもの放課後学習支援
「Minamiこども教室」

特定非営利活動法人
関西国際交流団体協議会

一般社団法人
ぎふ学習支援ネットワーク

特定非営利活動法人
くまもとスローワーク・スクール

一般社団法人
彩の国子ども・若者支援ネットワーク

特定非営利活動法人
多文化共生センター大阪

特定非営利活動法人　
場とつながりの研究センター

特定非営利活動法人
ビーンズふくしま

特定非営利活動法人　
ひだまりの丘

一般財団法人　
ヒューマンライツ協会

特定非営利活動法人
まちの塾フリービー

特定非営利活動法人
もりおかユースポート

一般社団法人
みらいTALK

福岡県
福岡市

大阪府
大阪市

岐阜県
岐阜市

熊本県
玉名郡和水町

埼玉県
さいたま市

大阪府
大阪市

兵庫県
三田市

福島県
郡山市

愛知県
名古屋市

大阪府
大阪市

東京都
杉並区

静岡県
浜松市

岩手県
盛岡市

募集期間：２０１５年１１月１８日～２０１６年１月５日
応募件数：６８件
助成件数：１３件 （計 20,466,026円）

２０１５年度

「経済的な困難を抱える子どもたちの学習支援活動助成」
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団 体 名 団 体 所 在 地 事 業 名

※助成団体一覧【50音順】

特定非営利活動法人
アスイク

被災地で増加している不登校のこどもたちの
フリースクール事業

「学びの部屋」釜石（唐丹中学校、釜石東中学校）
「学びの部屋」大船渡（赤崎公民館、太田仮設)

避難世帯の子どもたちへの学習支援と子どもと家族の
ための居場所つくり事業

震災により経済的困窮が続く仙台市で高校生向け学習
支援機能付き居場所の運営

気仙沼市、南三陸町における仮設住宅に入居している
小中高生を対象とした学習コミュニティ支援活動

インドネシア・アチェと東松島市の子ども国際交流事業
「被災地から未来への対話/壁画の架け橋」

陸前高田市内における「子ども支援ネットワーク会議」
の継続運営

山元まなびの森構想

亘理こどもサポート事業

南相馬の子どもたちと記録映画をつくる
～「Work in Progress」手法を取り入れた映像制作事業      
　および上映活動によるエンパワメント

特定非営利活動法人
OurPlanet-TV

特定非営利活動法人　
おいたまサロン

特定非営利活動法人　
キッズドア

一般社団法人
子どものエンパワメントいわて

特定非営利活動法人
底上げ

特定非営利活動法人
地球対話ラボ

特定非営利活動法人
パクト

一般社団法人
まなびの森

特定非営利活動法人
亘理いちごっこ

宮城県
仙台市

東京都
千代田区

山形県
米沢市

宮城県
仙台市

岩手県
盛岡市

宮城県
気仙沼市

東京都
大田区

岩手県
陸前高田市

宮城県
角田市

宮城県
亘理郡亘理町

募集期間：２０１５年１１月１８日～２０１６年１月５日
応募件数：４５件
助成件数： 10件 （計 18,033,840円）

募集期間：２０１５年７月１日～２０１５年９月１０日
応募件数：１５件
助成件数：７件 （計 10,915,626円）

団 体 名 団 体 所 在 地 事 業 名

※助成団体一覧【50音順】

特定非営利活動法人 
ＯｎＰａｌ

九大病院及び福岡市立こども病院の入院児を対象とした音楽
授業及びコンサートの実施

ＴＣＨ「マナビバ」プロジェクト:重い病気を抱える子ども
のまなびのコーディネーション＆環境整備事業

「“いきる”と“学び”について皆で考えよう！」重い病気
を抱える子どもたちの復学支援プロジェクト－児童・生
徒・教師・父兄対象の復学支援学習環境作り－

Ｓｔｅｐ　Ｆｏｒｗａｒｄ　Ｐｒoｊｅｃｔ
～治療中の子どもたちの自立をサポートする～

小児がんをはじめ、難病の子ども達の学校復帰や自立
を支援する学習支援事業

病気の子どもの学習・復学支援
自宅療養中の病弱児と学習支援者を双方向Webで結
ぶ学習支援事業

居宅訪問型保育事業活動に必要とする物品購入一般社団法人　
Kukuru

一般社団法人　
こどものホスピスプロジェクト

特定非営利活動法人　
サクセスこども総合基金

特定非営利活動法人
チャイルド・ケモ・ハウス

公益社団法人
難病の子どもとその家族へ夢を

特定非営利活動法人
ポケットサポート

福岡県
福岡市

沖縄県
那覇市

大阪府
大阪市

東京都
港区

兵庫県
神戸市

東京都
中央区

岡山県
岡山市

２０１５年度２０１５年度

「災害地の子どもたちの学びや育ちの支援活動助成」「重い病気を抱える子どもの学習支援活動助成」
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経済的困難を抱える子どもの学習支援に取り組む団体に絞って集まる機会は
これまでに無かったので、大変よい機会だった。

時間が足りなかった。今後も同様に団体同士の連携を支援するような機会を設けてほしい。

他の団体の発表を聞いてとても勉強になった。自団体の活動計画に即反映したいと思う。

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

１、流動資産
現金預金                            
流動資産合計                           

2、固定資産
（1）基本財産
（2）特定財産

事業積立資産                        
特定資産合計

ソフトウェア                        
その他固定資産合計                    
固定資産合計                          

資産の部合計                        
Ⅱ　負債の部

Ⅰ　資産の部

1、流動負債
未払金                              
未払法人税等                        
預り金                              
流動負債合計                          

2、固定負債
負債の部合計

Ⅲ　正味財産の部
1、指定正味財産

寄付金                              
指定正味財産合計                      
( うち特定資産への充当額 )            

2、一般正味財産 
正味財産の部合計                    

負債及び正味財産合計

（3）その他固定資産

55,953,509
55,953,509

290,424,553
290,424,553

8,329,374
8,329,374

298,753,927
354,707,436

25,266,695
0

174,839
25,441,534

25,441,534

290,424,553
290,424,553
(290,424,553)
38,841,349
329,265,902

354,707,436

9,664,995
9,664,995

292,844,113
292,844,113

4,006,800
4,006,800

296,850,913
306,515,908

6,981,939
29,100

0
7,011,039

7,011,039

292,844,113
292,844,113
(292,844,113)
6,660,756

299,504,869

306,515,908

46,288,514
46,288,514

△2,419,560
△2,419,560

4,322,574
4,322,574
1,903,014
48,191,528

18,284,756
△29,100
174,839

18,430,495

18,430,495

△2,419,560
△2,419,560

（△2,419,560）
32,180,593
29,761,033

48,191,528

平成28年3月31日現在 （単位：円）

２０１５年度決算報告 （２０１５年４月１日～２０１６年３月３１日）

Ⅰ.貸借対照表

助成事業

ベネッセこども基金は、助成による各地域の個々の団体の活動支援にとどまらず、団体同士の連携づくり

支援やノウハウ共有等のサポートにも取り組んでいます。2015年 11月には、2014年度の「経済的困難を抱

える子どもたちの学習支援活動」の助成団体の交流会を実施しました。

「子どもの貧困」や「教育の格差」等の問題は、日本社会全体で取り組むべき大きな課題です。

このような交流会を通して、団体の力を集結し、課題解決の方法を見出していきたいと考えています。

日本財団青柳光昌氏より「子どもの貧困問題の解決へ
むけて」をテーマに講演。地域による違いなどをどう考
えるべきかなどの、活発な質疑応答もみられた。

共通する課題として大きいのは「いかに持続する活動
にするか」。担い手の育成や資金調達について、アイディ
アや取り組みを紹介しあった。

団体それぞれの熱い思いに溢れる活動紹介や意見交
換等で、大幅に時間オーバー！

語りつくせなかったことはたくさんあったが、
再会を約束し、笑顔で終了。

「2014 年度　経済的困難を抱える子どもたちの学習支援活動助成」交流会　（概要）

実施日時：2015年11月18日（水）（於：東京都新宿）

参  加  者：9団体（ 助成12団体中）の代表等の方々 　　

内　   容：１．基調講演　日本財団　青柳光昌氏

」てけむへ決解の題問困貧のもど子「 ：  マ ー  テ

子どもの貧困の実態や課題、行政の動き、日本財団での取り組みなど

　　　　　  ２．各団体からの活動紹介

                         団体の活動紹介、助成事業の報告、質疑応答

日本財団 青柳光昌氏 / ベネッセこども基金 助成選考委員 / ベネッセこども基金 事務局　　　　　

「助成団体交流会」を通じて
団体同士の連携をサポート

参加団体の

声
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2014年度   助成報告書

経済的な困難を抱える子どもたちの学習支援活動助成

Ⅰ  一般正味財産増減の部
１. 経常増減の部
(1)経常収益

受取寄付金     
受取寄付金     
受取寄付金振替額  
雑収益   
受取利息

経常収益計 

事業費
ソフトウェア償却費   
渉外費 
会議費     
制作費   
普及宣伝費
法定福利費
給料手当
旅費交通費                          
通信運搬費                          
消耗品費 
印刷製本費          
保険料
支払負担金  
支払助成金                          
委託費     
その他事業費                        

管理費
ソフトウェア償却費   
制作費
報酬
委託費
支払手数料
渉外費
普及宣伝費
法定福利費
給料手当
会議費
旅費交通費                          
通信運搬費
消耗品費                            
印刷製本費
光熱水料費   
賃借料                              
保険料
租税公課
雑費

経常費用計
評価損益等調整前当期経常増減額
評価損益等計                        
当期経常増減額

２. 経常外増減の部
(1)経常外収益

経常外収益計                        
(2)経常外費用

経常外費用計                        
当期経常外増減額 
税引前当期一般正味財産増減額        
法人税、住民税及び事業税  
当期一般正味財産増減額              
一般正味財産期首残高
一般正味財産期末残高                

Ⅱ  指定正味財産増減の部
受取寄付金                          
受取寄付金                          
一般正味財産への振替額
一般正味財産への振替額    
当期指定正味財産増減額              
指定正味財産期首残高
指定正味財産期末残高

Ⅲ  正味財産期末残高

(2)経常費用

154,792,625
154,792,625 

0
65,850
65,850

154,858,475

109,857,515
773,362
38,822
255,248

12,081,858
785,015

2,806,485
18,506,004
677,735
889,223
17,467

4,490,618
9,650

6,400,000
49,415,492
12,701,378

9,158
12,820,367
801,360
802,440
500,000
2,058,480
94,316
5,000

0
700,741

4,620,659
50,938
4,500
3,222

0
115,885
134,823
2,739,431

5,000
4,300

1,79,272
122,677,882
32,180,593

0
32,180,593

0

0
0

32,180,593
0

32,180,593
6,660,756
38,841,349

150,000,000
150,000,000
△152,419,560
△152,419,560
△2,419,560
292,844,113
290,424,553
329,265,902

46,802,469
20,289,082
26,513,387

290
290

46,802,759

31,108,944
0

22,226
3,887

2,231,075
64,800

1,374,748
7,227,609

3,110
1,300
772
0
0
0

19,546,000
633,417

0
9,003,959

0
0
0

1,931,769
18,204
6,372

2,579,004
631,328
3,097,547
10,800

0
860

90,751
0

7,798
549,927

0
259

79,340
40,112,903
6,689,856

0
6,689,856

0

0
0

6,689,856
29,100

6,660,756
0

6,660,756

319,357,500
319,357,500
△26,513,387
△26,513,387
292,844,113

0
292,844,113
299,504,869

107,990,156
134,503,543
△26,513,387

65,560
65,560

108,055,716

78,748,571
773,362
16,596
251,361

9,850,783
720,215
1,431,737
11,278,395
674,625
887,923
16,695

4,490,618
9,650

6,400,000
29,869,492
12,067,961

9,158
3,816,408
801,360
802,440
500,000
126,711
76,112
△1,372

△2,579,004
69,413

1,523,112
40,138
4,500
2,362

△90,751
115,885
127,025

2,189,504
5,000
4,041
99,932

82,564,979
25,490,737

0
25,490,737

0

0
0

25,490,737
△29,100

25,519,837 
6,660,756
32,180,593

△169,357,500
△169,357,500
△125,906,173
△125,906,173
△295,263,673
292,844,113
△2,419,560
29,761,033

科 目 当 年 度 前 年 度 増 減

（単位：円）

（2015年4月1日～2016年3月31日）Ⅱ.正味財産増減計算書 

※201 6年3月時点
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特定非営利活動法人  アスイク  /  宮城県仙台市 特定非営利活動法人  いるかねっと  /  福岡県福岡市

 ・ 「フリースクールに参加してよかった」  「このフリースクールのサ

ポーター（大人）たちは信頼できる」といった項目ではポジティブな回

答がほとんどを占め、子どもたちの満足度は高かった。

左： 地元団体との連携によるフリーマーケット　
右： 自主企画「新聞づくり」

左： 無料学習会マナビバ時間割　
中： 修了式　
右： 無料学習会マナビバ学習会

 ・ 「努力することが楽しいと感じるようになった」   「ルールやマナー

を守る意識が高まった」という項目についても、ポジティブな回答が

ほとんどを占めた。

 ・  「勉強することが楽しいと感じるようになった」 「将来働いて自立

したいという気持ちが高まった」 「生活の悩みが軽くなった」 「他人や

社会は信頼できると思えるようになった」 「目標やあこがれとなる人

が見つかった」 「親と将来について話し合う機会が増えた」といった

項目では、ポジティブな回答は半分にとどまった。

● 運営体制と人件費の確保

現場のスタッフと福祉スタッフをそれぞれ確保する必要があるが、その

ためには当然人件費も高くなる。他方、生活困窮家庭の利用者が増え

れば事業収入の面では苦しくなるため、このギャップをどのようにして

埋めるのかが大きな課題。

● 利用者拡大のための認知ルートの構築

教育委員会や学校が不登校の子どもに、民間フリースクールを紹介す

ることはほとんどない。また、当事業に参加している家庭には、社会的

にも孤立していたケースが目立った。家庭にフリースクールを認知して

もらうルートをどのように作るのかも課題である。

福祉部局と協働で実施している学習支援事業からリファーされたり、

日々連携しているみやぎ生協の地域代表理事、エリアリーダー等から

紹介されるなどのルートはあるが、生活困窮世帯の場合、トリプルワー

クなどによって時間的な余力がなかったり、精神的な疾患等で外出も

ままならないなどのケースがよくあるため、現状に十分配慮した取り組

みが必要である。

● 拠点型では対応が難しい対象者へのアプローチ方法の構築（アウ

トリーチ）

保護者からの問合せ、見学をいただいても、その後に利用につながら

なかったケースはいくつかあった。子ども側の意向やスタッフ側の安全

管理、専門性などにも十分配慮するという前提の上で、訪問型、あるい

は遠隔でのサポート方法を構築することは重要である。当然人件費等

の運営コストが上昇するため、資金面での課題を克服しなければなら

ない。

震災直後から、経済的な困窮家庭の子どもの学習支援事業を展開し

ているが、活動を通して問題意識を感じているのは、さまざまな家庭

環境、生育歴から不登校になっている子どもが多いことである。

不登校にある子どもたちほど、長期の引きこもり経験、被虐待経験、

精神疾患などといった重い背景を背負っており、学習支援事業だけで

は対応しきれないジレンマがあった。

既存の不登校支援施設の公的な適応指導教室は、子どもが敬遠する

ことも少なくなかったり、民間のフリースクールは、活動実態のある施

設が少ないうえに、利用料負担も高く、そもそも経済困窮世帯の不登

校児にリーチできていない。

こういった背景から、経済的負担なく利用でき、かつ子どもたちにとっ

て自由度が高い民間フリースクールが必要とされている。

仙台市内にフリースクールを立ち上げ、主に生活困窮家庭の不登校

児童を受け入れる。

フリースクールでは、e ラーニングを活用した学習支援に加え、外部の

市民ボランティア等との連携による講座（アート、音楽、スポーツ等）、

地元企業や町内会等との連携による就労体験など幅広く企画する

が、基本的には子どもが自分の意思で選べる（あるいは企画する）こ

とを大切にする。

上記の日常的活動に付随して、子どもや保護者への継続的な相談支

援も実施。子どもが抱える問題の背景にある課題を把握し、状況に

よっては連携している他機関へリファーする（例：児童相談所、就労

支援事業、家計相談支援事業等）。

慎重な対応が必要となるケースも想定されるため、定期的に外部の

児童福祉等の専門家を交えたケース会議を開催し、支援の質を高め

ると同時にトラブルの発生を未然に防ぐ。

事業の目的

事業内容と活動経過

事業の成果

課題 及び展望

●開催拠点を現在の２か所（下山門・天神地区 ）から３～５か所に拡

大する。

●事業内容の拡大（平日夜に居場所機能を併せ持つ自習室の運営

等）。

方法： 事業実施成果を関係者（行政、自治会、大学、連携団体など）と

検証したうえで次年度の事業計画を策定、実施する。

財源： 助成金や、昨年度より実績がある開催地域近郊の企業への募

金箱の設置や寄付等の獲得、福岡市担当部署と連動して国庫補助を

受けるなど、行政の事業を弊団体が受託する形で安定した財源確保を

目指す。

当初の計画通り、ボランティア・ 教室マネージャー・実行委員・ 連携

団体が互いに協力し、各々の役割を全うしていただいた。そのため、

計画したプログラムを全て消化することができた。

今後、事業規模を拡大する上で、課題となる登録ボランティアの増員

と学習会場の戸数増についても、上記の方々との連携はますます重

要となってくる。

今年度の事業を効率的かつ効果的に運営できたのは、地域の自治

会の理解をいただいて事業を行えたことが保護者や子どもたちに安

心感をもたらしたのではと考えている。そして何より、参加したマネー

ジャー、ボランティアの資質が非常に高く子どもたちとの信頼関係の

構築ができ、子どもたちが継続的に参加したことが大きい。事業が進

行していくにつれ、利用者である生徒はもとより、その保護者や学校

関係者の方々からも、多大な関心と地域への貢献を評価していただ

くようになり、事業の継続を強く要請された。また、その成果として今

年度、定期的に参加した全ての中学生が学力テストで成績が上昇し、

中学３年生は第一志望校、公立高校に全員合格でき、天神マナビバへ

の事業拡大へと結びついた。

平成24 年度より取り組みを行っている「貧困連鎖のための下山門団

地学習支援事業」を継続し困窮子育て家庭の「困窮の連鎖」を予防

し、格差の解消により子どもたちが将来に希望を持って成長する環境

を作ることを目的に、「自治会、子ども会、行政、地元の大学、保護者、

住民、地元企業等、多様なステークホルダーと連携し、広域および地

域密着型の学習支援」を継続実施することを目的とする。

地域における運営委員会を設置し、「子どもたちが将来に希望を持っ

て成長する環境を作ることを目的」にマナビバの運営について話し合

う機会を持てたことで公正な運営ができた。

対象校区に住む小中学生の対象150名を想定し、定員は30名程度と

した。（小中学生 各15名）

広報においては、自治会等を経由したチラシのポスティングのほか、

民生委員の方々からの個別の声かけや子ども会を通しての勧誘を

行っていただいた。

運営方針として、子どもたちに寄り添って指導できるように個別指導

を基本とし、小学生は授業の補習、中学生は授業の補習と定期テスト

対策、中学３年生は高校受験サポート( 進路指導、面接指導 )を行っ

た。

「小さなできた」を積み重ねることで「学ぶ楽しさ」を体験し、学習会

だけでなく家庭でも学習ができる＝学習習慣の定着を目指し、4 ～

9月で 20 回以上の学習会を開催し、のべ 200名以上の子どもたちと

100名以上のボランティアが参加した。

事業の目的

事業内容と活動経過

事業の成果

課題 及び展望

経済的な困難を抱える不登校の子どもたちのためのフリースクール 貧困連鎖解消のための福岡市西区無料学習支援
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・ 夏の合宿研修では、学生ボランティアの企画力・プレゼン力を向上

させることができた。

2．指導マニュアル作成

・ 運営マニュアルの作成により、学習会を支える現場運営マネー

ジャーを新規で15名獲得することができた。

・ 指導法に関しては、マニュアル作成とともに研修を実施。入試が直

前に迫り、あと10点、あと20点伸ばすためにどう指導していけば良い

のか悩むボランティアにとって、プロの方のテクニックを聞き、指導に

役立てることができる良い機会となった。

3．学習会HP および成果報告書の作成

1）弊団体HP、ブログ、FB、会報誌（季刊）、メールマガジン（週１回）等

オリジナルメディアを最大限活用し、本事業の広報を行う。

・ 自主事業 ［タダゼミ］・ ［ガチゼミ］ともに生徒応募数が定員を上

回った。

2）学習会HP 完成時は、プレスリリース等で案内するとともに、以後は

そのサイトをフル活用して生徒集め、学生ボランティア集めに有効利

用を行う。【現在準備中】

【今後の課題】

○低学力層向けの教材開発

キッズドアの学習会を今後拡大するにあたり、自主教材の開発は絶対

である。とくに低学力層向けの教材は市販教材にはないため、キッズ

ドアが開発し展開していくことで低所得・ 低学力層の学習支援を広

める。

○学生ボランティア育成

学習会に参加する子どもたちにとって、接する学生ボランティアの存

在は進路の可能性を広げる意味でも大きい。引き続き学生ボランティ

アおよびボランティアリーダーの育成が必要である。

【中期的な展望】

現在も都内各所および全国から、無料学習会の問合せがある。指導マ

ニュアルや学生ボランティアリーダー育成により、自主運営の無料学

習拠点を現在の 5か所（東京3、 宮城 2）を10か所程度に拡大するとと

もに、全国の団体と連携してネットワークを形成する。

当団体は、いち早く日本国内の子どもの貧困問題に取り組み、2010

年より無料高校受験対策講座［タダゼミ］を筆頭に、今年度は東京、

宮城、福島、福岡（連携団体主催）の27か所で継続的な無料学習会を

運営している。自主運営の［タダゼミ］には、低学力の生徒向けの指導

ノウハウやオリジナル教材が蓄積されているため、それをマニュアル

としてまとめ、他拠点でも活用することで、学習会の指導レベルの向

上を図る。

あわせて、各プロジェクトでリーダーおよびリーダー候補として活躍

する学生ボランティア主要メンバーに、研修を行うことで学生ボラン

ティアの能力UPとモチベーションUPを図る。特に合宿型研修を行う

ことで、学生ボランティアの絆を強くする。

また、現在［タダゼミ］など無料学習会を案内するパンフレットやHP

がないために、無料学習会を必要とする生徒に情報が届きづらい。こ

れらを整えることで、参加生徒を増やすとともに、学生ボランティアや

寄付の獲得につなげる。

＜活動内容・支援方法＞

1．学生ボランティア研修および合宿研修の実施

2．指導マニュアル作成

3．学習会HP および成果報告書の作成 

   ※HP については現在準備中

1．学生ボランティア研修および合宿研修の実施

・ 学生ボランティア研修　年間5 回（1 回６時間程度）

・ 合宿研修　2 泊 3日　8月31日～ 9月2 日に実施

　参加者　のべ 91名

テーマ　文章講座／発達障がいへの理解と支援／都立高校入試 

向け英語指導講座／国語「現代文」教え方講座／キッズドア新規

事業企画立案コンテスト

・ 研修参加者アンケートより、55％ 「とても満足」・ 45％「ある程度

満足」という大変良い結果であった。

事業の目的

事業内容と活動経過

事業の成果

課題 及び展望

1. 保護者の宿題に対する意識が変わり、「提出率がよくなった」と、学

校より報告があった。

2. 当初の参加者は約30人だったが、助成により、開設日が増設できた

ことで参加人数が増え、約50人が参加。家庭学習が困難な児童・ 生

徒の地域での学習支援の場として、役割を果たすことができた。

3. 開設当初は、落ち着いて学習ができる子どもが少なかったが、指導

者がミーティングを重ね、雰囲気づくりを心がけた結果、10月頃より

真剣に学習する子、意欲的に学習する子が増え、落ち着いて学習す

る環境になった。学習のみでなく、学習終了後に学校での様子を話し

合ったり、一緒に工作するなど、仲間意識が強くなり、それが学習面で

も助け合いにつながった。

4. 日本語能力試験では、N1（1級）1 人、N2（ 2級）3人、N3（3 級）3 人

が合格した。

5. 中学3 年生等の参加者8人全員が、希望校に合格を果たした。特に

来日半年のトルコ人兄弟（義務教育超過）が揃って進学でき、子ども

たち・指導者全員が喜び合うことができた。（全日制公立高校 2 人、全

日制私立高校 2人、定時制公立高校 4人）

6. 地元の人やメディアなどからの取材、学校での話題などから「学習

支援室（寺子屋）」の地域での認知度があがり、協力者や紹介者が増

えつつある。

1. 特に外国籍では離婚家庭が増え、ますますの経済的困難が予想さ

れ、高校進学を果たした生徒たちの今後に不安がある。

2. 同時に要保護家庭・準要保護家庭が増え、運営の自己財源確保に

も不安が続くので、今後企業や行政に積極的な働きかけが必要。

3. 外国籍に対する広報はしやすく、参加者は増加しているが、日本人

の参加が少ない。貧困・ ひとり親家庭などへのアプローチをもっと考

える必要がある。

4. 生活場面的相談が増加しているので、行政との連携をもっと強くし

て、解決に導きたい。

5. 困難に負けないで未来を拓くために、子どもたち自身がもっと夢を

持ちモチベーションを上げ続けていけるような、トータルな場であるこ

と（学習支援だけでなく）を目指していきたい。

6. そのために、他機関との連携・ 協働を強く視野に入れて活動、また、

支援団体や地域の理解を求めるために啓蒙活動にも取り組んでい

き、活動を継続していけるよう図っていく。

発達障がいのグレーゾーンの子ども （療育手帳の申請ができない

子）、ひとり親、外国につながる子など、特に弱い立場におかれている

子どもたちに、安心して集える場をつくり、学習支援やさまざまな体験

の場をつくる。

経済的困窮やさまざまな理由から、家庭学習や民間の通塾が望めず、

授業にもついていけない子どもたち、学校での居場所がなく、そして

地域でも孤立しがちな子どもたちをサポートし、進学や未来の選択肢

を少しでも広げる。

＜内容＞

・ 原則として毎週 2 日 15 時～ 21時、ひとり親家庭・ 外国につながる

小中学生に対し、学校教科への補習的な学習支援を行った。特に外

国につながる子には必要に応じ、日本語指導も加えながら行い、日本

語能力試験への挑戦も、積極的に勧めた。

・ 学習支援の他に、発達障がいグレーゾーンの子どもに対して、毎週

1 回、できる限りマンツーマンで、その子に応じた学習とコミュニケー

ションの取り方などを指導した。

＜活動経過＞

1. 教育委員会への挨拶と事業説明。学校でのチラシ配布に了承を得

る。各児童センター等での募集　

2. 4月より学習支援室開設。全 97 回。他、特別プログラムを4 回実施。

参加数： 56 人（外国につながる子ども50人、日本の子ども6人）

3. コミュニケーションが苦手な子どもたちを対象に、原則第２土曜日

に造形教室を実施（6月～）

4. 地域の子どもたちとともに、1泊 2日の異文化キャンプを体験（8月）

5. ペルー籍の子どもを中心に、在名古屋ペルー領事館を訪問（10月）

6. 日本語能力試験に8人がチャレンジ（12月）

7. 次年度就学予定の外国籍保育園児と保護者を対象に、日本の教

育システムの説明会の実施（2月）

事業の目的

事業内容と活動経過

事業の成果

課題 及び展望

特定非営利活動法人  キッズドア  /  東京都中央区  

無料学習拡大継続のための基盤強化事業
特定非営利活動法人  シェイクハンズ  /  愛知県犬山市

地域の学習支援室

左： 学生ボランティア研修
中： 運営マニュアル　
右： 運営マニュアル

左： 異文化交流キャンプ～大学生による親子へのレクチャー～
中： 異文化交流キャンプ～子ども同士の交流～　
右： 学習支援室での様子
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本事業の成果として、学習支援団体相互をつないでいく「一般社団

法人ぎふ学習支援ネットワーク」を無事設立することができた。そし

て事業開始当初は７団体にとどまっていた学習支援が、事業終了時

には10 団体にまで広がっていった。その他にも、新たに立ち上げを準

備している団体、あるいは実施を計画している自治体へのサポート

も既に何件か実施しており、今後はさらに活動を広げていけるめどが

立っている。

そして、本事業において重視していた実施団体の側面サポート（生活

支援や親の相談支援など）についても、地域のさまざまな資源を発掘

しつなぎ合わせることで、精力的な活動を展開することができた。そ

の過程において、「生活支援」に特化した新たなネットワーク組織を立

ち上げる話が持ち上がり、「子どもの貧困」 問題に対する支援におい

て、より重層的な活動を展開しうる素地を築くことができた。

今回の事業は、あくまで学習支援を広め充実させていくための基盤

整備に重点を置いたものであったが、一口に「岐阜」といっても地理

的エリアは広大で、まだまだ全県下に浸透している状況にはなりえて

いない。理想としては、子どもが自分で動ける範疇 （中学校区域レベル

など）で学習支援の活動が展開されていくことが求められる。人口規

模も限られた周辺地域では、なかなか難しい課題でもあるが、今後と

も実直に拡張・充実の活動は進めていかなければならないと思ってい

る。

そして、より具体的かつ切実な課題としては、上記課題とも密接に絡

んでいるが、家庭あるいは地域へと出向いて学習支援を実施せねばな

らないという点が挙げられる。いまだ学習支援団体が育っていない地

域、あるいは不登校・ひきこもり状態でなかなか「居場所」には来られ

ない子どもたちへの支援は、きわめて切実でありながらも公的な支援

は届きづらい状況にある。その部分を、個別団体あるいは個人的な努

力でカバーしていくのではなく、ネットワークとしてきちんと体制整備

して取り組んでいくことが目下の大きな課題である。

現在、岐阜市近郊には無償学習支援を実施する団体が６つほど存在

し、昨年末よりそれらをネットワーク化する団体を設立する準備を始

めている。

このネットワークを実質化していくためには、単に実践交流を行うだ

けでなく、実際に各現場の実践をフォローしながら、実践そのものを

コーディネートしていくという役回りが欠かせない。また、現行の実践

団体だけでなく、より多くの担い手・ 団体を育てていくための広報・

啓発、育成という目的を遂行するためにも、学習支援の地域コーディ

ネーターの配置は不可欠である。

＜活動内容とその方法＞　　　　

①定期的な実践交流学習会の実施・ 運営

②各地の学習支援活動への参与・ 援助

③実践者の力量向上に向けた研修の実施

④無償学習支援の普及・啓発のためのイベント・シンポジウム・ 広報

活動の実施

⑤学習支援の新規立ち上げに際しての相談・ 援助

⑥学習支援実践事例集の作成

＜広報の方法＞

＊教員サークルや子ども支援団体、市民活動の中間支援団体などを

通じた団体への働きかけ

事業の目的

事業内容と活動経過

事業の成果

課題 及び展望

スペースが確保できたことにより交流会や研修会の企画提案が気軽

にできるようになり、さらに児童が来館した際にも、プライベートを確

保した対応が可能となったことで、たいへん対応がしやすくなった。

また市民や児童福祉関係者との交流会や勉強会を通じて、より多く

の方に児童養護について知っていただく機会をつくることができるよ

うになり、最近では、それらの会で繋がった方々が児童施設を訪問し

たり、ボランティアとして活動されたりと、館外への広がりを見ること

ができ、たいへん嬉しく感じている。

【関係づくり】

まずは施設児童への認知度を拡充するために定期的な研修会の開催

を通じて、児童が退所後に来館しやすいよう早期からの関係作りに努

めていく必要がある。児童は施設を退所してしまうと、なかなか一人で

初めての場所へ来館することが難しくなるため、できる限り退所前の

段階で施設職員と一緒に来館してもらうなど、来館しやすい機会や状

況を作る必要性もある。

【ネットワークづくり】　

様々な問題や事情を抱えたまま社会に出されている児童が多く存在

するため、すべてを自団体で解決対応することは非常に困難である。

そのため、適切な場所や機関に繋げられるよう、日頃から横の繋がり

を意識し、他団体や行政機関と連携しネットワークを構築しておく重

要性を感じる。

【今後の展望】

今回を機に、施設児童の良き理解者となってくれる市民を一人でも増

やしていけるよう、定期的な勉強会や交流会をより多く開催していき

たい。また一人ひとりの児童に対して、より長い期間関わっていけるよ

う、定期的な面談や研修を実施しながら、就労への定着ができるよう

支援していきたい。さらに、就労支援の骨格ともなる雇用企業の開拓

を行い、地域の企業や経営者を巻き込んで施設退所児童の社会的自

立を実現していきたい。

本事業は福岡県内を中心とした児童養護施設や里親家庭に暮らす

子どもたちを対象としている。彼ら彼女らは、様々な問題を抱えたま

ま施設を退所しなければならず、社会に出てからも身近に相談できる

大人や社会との関係性が希薄なため、社会的弱者に陥りやすい傾向

にある。

そのような児童養護施設等を退所する子どもたちの自立後の孤立を

防ぎ、学習指導や生活アドバイスを通じて市民や社会との繋がりを

持続できるようサポートし、児童らが本当に社会で自立し活躍できる

よう、寄り添い見守ることができるスペースの開設を目的としている。

【事業内容】

児童養護施設に入退所する児童に対しての支援の拡充として、それ

らの児童が社会に出た後も気軽に立ち寄り、生活上の相談や、学習

指導及び市民ボランティアとの交流、就労スキルの研修等( 面接指導

やPC 研修 ) が提供できるスペースの開設を目的としている。さらには

社会における施設児童の理解者を増やし、支えとなる市民を増やして

いくことを目的とした勉強会や研修会を企画し実施する。

【活動経過】　

昨年夏にオフィスの移転を完了させ、開設から2016年5月末までに児

童養護に関心を持つ市民及び関係者との交流会を3 回、福岡県から

行政委託を受けたアフターケア事業主と連携して施設児童を集めた

勉強会を1 回、定期的な施設退所児童との面会を4 回行い、のべ43

名の市民及び児童福祉関係者、そしてのべ21名の施設入退所児童が

来館した。

事業の目的

事業内容と活動経過

事業の成果

課題 及び展望

特定非営利活動法人  仕事工房ポポロ  /  岐阜県岐阜市

無償学習支援のネットワーク構築事業
特定非営利活動法人  国際教育支援機構スマイリーフラワーズ  /  福岡県福岡市

児童養護施設などの子どもたちを対象とした自立支援事業

左： 「一般社団法人ぎふ学習支援ネットワーク」ホームページより　
中： 「一般社団法人ぎふ学習支援ネットワーク」ホームページより
右 ： 学習支援関係者交流会

左 ： 施設児童への研修会の様子　
中 ： メインの応接室　　
右 ： オフィス建物の外観
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①沖縄県における「子どもの貧困」対策の進展　

「子どもの貧困」というテーマは今やほとんどの人が知るところとな

り、県内においても「子ども食堂」の普及や全市町村に「無料塾」を

設置といったニュースなどがメディアでも頻繁に取り上げられた。

②経済的支援による成果　

沖縄において経済的支援が不可欠な生徒の割合は全国と比較して

も著しく高く、これらの支援は急務。当塾においてもベネッセこども

基金により安心して学ぶ環境を与えていただいたおかげで、県立高校

入試では全員が第一志望校合格。また、北谷町立桑江中学校の生徒

会長はじめ役員が 3名、クラスの会長を務めていた生徒が 2 名通塾し

てくれているのも助成をいただいた成果である。

エスカレートした報道などにより、経済的側面（つまりお金）にばかり

関心が集まり、本質的なことが見失われている部分もあるように感じ

る。例えば無料塾の例をとっても、現在沖縄県全体の約78％の市町村

に存在しており、免除審査の基準が厳しいことや、受託する塾などへ

の公金出費が高額になることなども課題だが、何よりも学校を主とし

た公教育のあり方の問題、さらには経済優先になっている私たちの意

識やその反映である現在の社会構造から目を逸らしてしまう危険性

に注目する必要があると考える。生徒たちには日々出される多くの課

題や成績評価の仕組み、友人関係、勉強がわからないことから来る自

己肯定観の低さ、進路への不安など、様々なストレス要因から来る反

応が多くみられる。それはすなわち個別に対応していく緊急性を示し

ており、マス教育の限界を一層実感することとなった。

今後の取り組みとして、北谷小における校長・教頭・保護者・地域の

方々との座談会開催により2016年度以降コミュニティスクール設置

へ向けた話し合いを提案し、コーディネートに携わっていく予定。まず

は日曜親子学級の開催や公民館における学力推進協議会との連携な

ど多くの方々とコンセンサスを築いていこうと考えている。

また、「頑張りノート」の是非など身近な問題に対するディベートや、議

員、町長、自治会長などに招待状を送り、見守ってもらう中で、塾の卒業

生やその友人たちが本音で語り合う若者ミーティングなども開催し、

子どもの「スポンテニアス」な感性、潜在能力を引き出す「場」を共有

すると同時に大人の頭のカタさや若者の「諦め」感なども解放できる

機会を作っていきたいと考えている。

市民が自立的、自発的に地域の未来づくりに参画することで、経済的

側面だけでなく、メンタル的にも環境的にも「子どもの貧困」を限りな

くゼロに近づけ、希望溢れるコミュニティをともに築き上げて行く。

北谷ユイマール塾開講のきっかけは現在小学3 年の娘が生まれたば

かりの頃、当時の妻の実家によく連れて行った際に耳にしたF15イー

グルの耳をつんざく爆音に対し、幼い娘が自然と耳を塞ぐようになっ

たことである。そうした中で生活している人たち、特に子どもたちはど

のような暮らしをしているのかという疑問と、その状況を少しでも良

い方向にできないかという想いから開講した。

爆音の存在（＝米軍基地の存在）は現状では不可避なので子どもた

ちは「無感覚」にならざるを得ない。同様に授業のつまらなさや管理

体制の厳しさ、「頑張りノート」などの課題提出義務など、学校生活に

おける生徒たちの不全感も多くみられるが、やはり防衛する手段とし

て「無感覚」になりがち。「無感覚」になったとしても問題がクリアされ

たわけではなく、それらの抑圧されたエネルギーは様々な歪みをもた

らす。学校現場だけでの解決は限界を越えており、社会全体での取り

組みが必要だと痛感している。

授業料の減免により、経済的側面を気にしないで通塾できる生徒が

増加し、今年度は砂辺校10人、桃原校16人（ 個別含む。のべ人数）の

生徒が活用した。また、夏休み中の無料寺子屋開催や隔月の勉強会

など、地域との連携や交流を深めながら、子どもたちとその背景にあ

る社会問題を共通認識化できるきっかけを提供する催しをした。

事業の目的

事業内容と活動経過

事業の成果

課題 及び展望

・ 新しく利用する子どもおよびスタッフが倍増し、子どもの放課後の

居場所として機能できた。

・ 年齢の近いスタッフと子どもが話をすることで、子どもの悩みに寄り

添うことができた。

・ 「子どもを真ん中に据えた地域づくり」に共感する人が出会い、お互

いのノウハウや悩みを共有できる「ゆるやかなつながり」を構築する

ことができた。

・ 市内のスクールソーシャルワーカーや公的機関と情報共有が進み、

地域における子どもの貧困問題に関するネットワークづくりの一歩

目を踏み出すことができた。

・ 本講座の参加者が、受講後に「子ども食堂」を実際に立ち上げて取

り組みはじめた（2015年3月）

＜学習支援＞

・ 非専門家の強さを活かしつつ、一方で、子どもに関する専門性を深

めるための連携強化が必要。スクールソーシャルワーカーや、当団体の

ような「非専門家」との情報連携のあり方について丁寧な対応が求め

られると考えられる。

・ 子ども同士の「まなびあい」が生まれるような環境設定に関する研

究に取り組みたい。

・ 学習支援団体の支援として、経験をまとめ、水平展開できるような取

り組みが必要である。

＜連携強化＞

・ 学区を超えたネットワークづくりや、子どもに関する課題が話せる

「対話の場」を通して、さまざまな担当・市民が気軽に参加でき、まちの

あり方について関心をもつ市民の発掘とつながりづくりができる場づ

くりにこれからも取り組む。

・ 学校や行政の人事異動、転勤によって取り組みが衰退することのな

いよう、組織同士の関係性を深めていきたい。

＜地域醸成＞

・ サードプレイスとしての機能を高めるためにも、より多様なスタッフ

が集まるような環境づくりに取り組む。

・ 勉強をするための土台としての「楽しい」の「次」をどのように提供す

るか、の議論を深めていくことが必要。

・ 継続的な運営のために、寄付を集められるような体制づくりを検討

する。同時に各種組織に働きかけていく。

経済的困窮を原因として学習面に何らかの課題を抱える子どもや、家

庭環境・学校環境の中で自己肯定感を十分に保てない子どもに対し、

地域住民と学生、NPO、学校、公的機関とが連携して定期的に安心し

て学べる学習支援の場を提供することで、子どもの学習習慣の定着

やまなぶ意欲を促すとともに、「地域の子どもたちを地域で育てる」た

めの支援者育成、および、一般市民への普及啓発を行うことを目的に

実施する。

①三田まちの寺子屋「まなびあ」運営

生活困窮家庭をはじめとした小学生～高校生・大人に対し、地域住

民や大学生といった身近な大人との「ゆるやかなつながり」を活用し

た寺子屋を通して、ありのままを受け止めてくれる 「心身の安全・安

心」を確保し、さまざまな体験や大人とのかかわり合いから子ども自

身が「自己肯定感」を獲得することで、目標や夢を描く力を得たり「豊

かな自己選択ができる」機会を生み出せる居場所を作ることを目的

に実施。

実施回数： 毎週水曜日・ 金曜日 全101回　　

参加者数：子ども 23人（ 1 回あたり平均 5.6 人）、スタッフ14人（ 1 回

あたり平均 3.0人）

②まなびサタデースクール

「まなびあ」に来られない子どもや「勉強」に抵抗感のある子どもたち

及び保護者を対象に、参加型学習や社会体験の提供を通して、子ど

もと地域との「ナナメの関係」を生み出すことで子どもたちの「生き

る力」を育むとともに、大学生の企画づくりを支援することでまちづく

りを担う若者の育成を目的に実施。

実施回数 ： 全12 回　

③人材育成

１）支援者対象の「気づきの事例検討会」

子ども支援の現場にかかわっている専門家をスーパーバイザーとして

招き、学習支援スタッフが子どもたちの支援のあり方を内省的に振り

返ることを目的とした検討会を開催。

実施回数 ： 毎月1 回、全 12回　

２）子どもの学習支援に関心をもつ人のための研修事業

「子どもの貧困」をテーマに各地で先進的に取り組む団体を招いた学

習会や情報交換会を実施。

実施回数： 全 4 回　

事業の目的

事業内容と活動経過

事業の成果

課題 及び展望

北谷ユイマール塾  /  沖縄県中頭郡北谷町

Heart of Earth 「ニライのまちの志民塾」プロジェクト 

特定非営利活動法人  場とつながりの研究センター  /  兵庫県三田市

地域が育てる、子どもの自己肯定感を育む「居場所」機能を持った
持続可能を目指した寺子屋運営および人材育成事業

左： 三田まちの寺子屋「まなびあ」　
中： まなびサタデースクール　
右： 子どもの学習支援に関心をもつ人のための研修事業

左： 夏期講習終了後の記念撮影　　
右 ： ある日の風景  ～期末試験直前！～
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本事業を通して、多様な体験活動の中での成功体験の蓄積や新たな

気づき等の獲得、保護者との相談等により家庭環境の整備が行われ

たことで、対象の子どもたちすべてに成果を見出すことが出来た。

また、復学や進学、就労等へ結びつく子どもたちもいた。当法人として

は、復学・ 進学・ 就労といった目に見えやすい成果と同様に、集団活

動に来ることが難しかった子どもが活動自体には参加できなくとも

活動の場にいられるようになったり、自分の都合ばかり主張していた

子どもが他の子どもの意見を尊重して考えられるようになったり、逆

に自分の意見や感情を我慢していた子どもが自身の思いを言えるよ

うになったり、攻撃的な言動が目立っていた子どもが周りの子どもや

大人を気遣った行動ができるようになったりと子どもそれぞれがそれ

ぞれの形で逞しさを増していった姿も重要な成果だと言える。

復学・ 進学： 3 名  就労： 3 名  得意分野での外部からの表彰： 1名　

新たな地域資源との接続： 1 名

本事業を通して、子どもたちそれぞれが逞しさを増してきてはいるも

のの、依然、子どもたちを取り巻く背景や環境には様々な課題が残さ

れており、さらに進学や就労といった生活の変化による新たな課題も

見えてきている。子どもたちが生きる力を駆使し、自らが望む将来に向

かっていけるようになるためにはこれらの課題を解決していくことが

求められるが、それには当法人のノウハウだけでは限界があり、また長

期的な視点で関わっていくことも求められる。課題の解消に向けて、

各課題に対応した専門性を持つ地域資源や対象家庭に理解のある

地域住民と密に連携し、地域で長期的に子どもたちとその家庭を支え

ていく体制を構築していく必要性がより高まってきている。

【本事業の目的】

子ども自身の生きるエネルギーを引き出すことによる、学習意欲の向

上や自立心の形成。

【支援対象】

経済的困難家庭の子ども

【解決したい課題】

経済的困難家庭の子どもたちは家庭の教育力が低い場合が多く、生

活技術、行動様式、社会規範等を学ぶ機会が限定されている。そのた

め学校、地域、社会から孤立しがちであったり、生きるエネルギーや学

習意欲等が引き出されにくい状況にある。また、子どもによっては知

的に境界領域に該当する場合や引きこもり、不登校状態にある場合

もある。これらの課題が相互に作用し合い、より複雑化した状況を生

み出している。

①家庭訪問による個別支援

対象者の主訴や家庭環境等に合わせて、生活技術習得のための料理

や買い物の同行、ストレスケアを目的とした屋外や屋内での活動、高

校受験のための学習支援、進路や生活面での各種相談、保護者に対

する子育てや生活面での各種相談等を実施。併せて電話やメールに

よる相談も実施。

家庭訪問回数： 117 回、電話やメールによる相談件数： 2,205件

②集団活動による家庭外教育機会の提供

多様な体験活動や仲間づくりの機会の提供。

実施回数 ： 11 回（スポーツ2 回、屋外活動 3 回、宿泊学習2 回、運動

会、クリスマス会、料理、屋内活動を実施。）　

参加者数： 44 名

事業の目的

事業内容と活動経過

事業の成果

課題 及び展望

今年度、新たに、病院や区の子育て支援窓口等と連携し、利用者の受

け入れや支援を行えたことが大きな成果と考えている。これまで、他

に居場所がなかった子どもたちを「マナビバ！」で受け入れたことで、

彼らが家にひきこもってしまうことを防げたと捉えている。

また、通信制高校のサポート校的役割を担えたことも、今年度の新た

な成果であった。利用者 10名のうち 6 名が通信制高校在学中。家庭

で課題に取り組むことが難しい子どもも、「マナビバ！」に来ることで、

スタッフのサポートを受けながら課題を進めることができている。不

登校経験が長く、基本的な学力が身についていない子どもたちにとっ

て、通信制高校の自学自習のスタイルは、かなりハードルが高いとい

える。スタッフがマンツーマンで指導することで、意欲を保ちながら家

庭学習を進めることができ、学校生活の継続にもつながると期待し

ている。今後も、一人ひとりの学習ニーズに合った支援を続けていき

たい。

現在「マナビバ！」を利用している子どもたちの多くは、発達障がいや

精神障がいを抱えており、他者とのかかわりにおいて十分な配慮が必

要である。一人ひとりの特性や治療の方針について、スタッフが十分

学び理解することが今後の課題。これまで通り、病院や臨床心理士と

連携することはもちろん、発達障がい児に対する学習指導のポイント

や、より効果的な評価のあり方について、勉強会を設けたり研修に参

加するなどして学んでいく。

また、長期的な展望としては、「マナビバ！」に来ている子どもたちの現

状を地域の学校や行政機関へフィードバックし、学校や地域、家庭に

おける教育を見直すための問題提起としたいと考えている。ひきこも

りや不登校という問題に対して、我々のような支援団体が現在行って

いる対症療法的な働きかけを続けるのではなく、「予防」という観点か

ら、教育を見直す必要があると強く感じる。教育は学校だけの問題で

はないということを、「マナビバ！」から発信し、地域全体で議論する場

を持てるように、活動を続けていきたい。

地域に住む、高校中退後あるいは中卒後無業状態にある若者や、高

校は卒業したもののひきこもり状態にある若者などが対象。公的な

支援を得にくい彼らに対し、学習支援や進路支援を行い、高校再入学

や就労などの社会復帰をサポートすることで、新たなひきこもりを早

期に予防することが目的である。

大阪市西成区に「フリースペース　マナビバ！」を開設し、対象となる

若者なら誰でも気軽に通える「居場所」として、週 2 日（ 火・木曜 ）運

営。利用料は無料とし、本人の希望に応じて、個別学習支援、高校再

入学のサポート、職業訓練校入学サポートなどを行った。また、不登校

経験のある利用者が多いため、利用者同士の交流を図ることや、協調

性を養うことなどを目的とした、楽しいイベント（七夕やクリスマス等

の季節の行事、農業体験など）を月１回実施した。

フリースペースの運営にあたって、近隣地区の中学校・高校や就労支

援機関と連携をとり、月１回、実務者会議を実施した。利用者のケー

ス検討や地域の子どもたちについての情報共有、「マナビバ！」利用の

可能性がある生徒、卒業生についての情報交換などを行う。

事業の目的

事業内容と活動経過

事業の成果

課題 及び展望

特定非営利活動法人  ビーンズふくしま  /  福島県郡山市

経済的困難世帯の子どもへの課外活動サポート事業
一般財団法人  ヒューマンライツ協会  /  大阪府大阪市

高校中退者等の再チャレンジ支援事業

左： サンドイッチづくり　
中： アーチェリー体験　
右： ビーンズふくしまスタッフ

左： 個別学習支援の様子　
右： 月に1 度のイベントの様子( 農業体験 )
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・ 新たに８名の生徒が夢塾に加わった。また８名のボランティア講師

が登録してくださった。

・ 校外学習では、中型バスを貸し切り、皇居・ 国会議事堂・ 科学技術

館など、出かける機会が少ない子どもたちが夏休みに社会科見学が

できた。またスタッフ・ 講師ともに塾生と一日交流することができ、関

係づくりに効果があった。

・ 保護者との面談で家庭での様子、課題が見え、家計相談など家族

支援の必要を把握することができた。

・ 講師とスタッフ、また講師同士の情報共有をもっと密にしたいとの

希望がある。個別指導のため、指導内容に不安を感じている講師もお

り、今後は懇談会の開催に力を入れたい。

・ 夢塾通信を発行していきたい。

・ 家族支援をどのように展開するか課題が残った。関わりを続け、信

頼関係が築けるように心がけ、訪問などの支援も視野にいれていきた

い。

「ホームレス」の入口を塞ぐという目的で事業を展開する。生活困窮家

庭の子どもたちが親の仕事の関係で家に置き去りにされていること、

また引きこもりがちになっていることも多いことから、同時に「人間

教育」を目的としての「居場所」づくりに力を注ぐ。

母子家庭、生活保護受給家庭など低所得家庭の子どもが対象。

様々な環境により、不登校、授業についていけなくなった子どもたち、

社会性や道徳観念などの問題を抱えた子どもたちも含めて、すべての

人に均等に幸せに暮らす機会を持ってほしいと願い「がんば夢塾」を

運営している。

月曜から金曜の午後 3 時から9 時まで、生徒とボランティア講師の

コーディネートを行い、個別指導を行った。

生徒募集は市川市生活支援課、子育て支援課、社会福祉協議会、国

立病院児童精神科などにチラシを置かせていただいている。入塾に

際し、親子面談を行い、学習の遅れに応じて、目標をたて塾講師との

コーディネートを行う。また学習だけではなく、子どもたちとその家庭

の面談を通し、家庭の抱える課題・ 目標を共に考え、必要なサポート

を行い、役所・民間団体との連携に努めた。

また年に３回の交流プログラムを開催、特に夏のイベントでは校外学

習を行うことができた。10月に児童精神科の院内学級で教鞭をとら

れている先生を招き学習会を開催、発達障がいをもつ子どもに対応

するヒントをもらうことができた。

家庭からの電話相談のほか、２月に母親面談を行った。

事業の目的

事業内容と活動経過

事業の成果

課題 及び展望

参加者全員が継続して学習指導を受けることにより、それぞれの課

題が明確となった。ベテラン講師陣が一人ひとりに合った教材を選択

し個別に指導することにより、苦手科目の克服や学習意欲の向上が

見られた。定期テストや宿題、提出課題についても細かくチェックし、

日常的にサポートしながら自立学習へのベース作りができた。また学

習指導のみでなく、学習の合間に参加者の学校や家庭生活の状況な

どについて経験豊かな講師陣がカウンセリングを行い、様々な角度か

らアドバイスすることにより、参加者が学習や進学、就職に対する目

的観を明確にすることができた。

参加者生徒の状況

・不登校（２名 ）：  通信高校へ再入学。授業の解説、課題の提出を支

援。自立学習ができるよう、継続して指導している。

・チャレンジ校（３名 ）： 中学生の時期に不登校を経験していること

により、学校での学習内容は中学の学習内容の復習が中心となって

いる。講師の地道な学習指導により、少しずつではあるが学習意欲の

向上が見られた。３家庭とも生活保護世帯であり、３年間で卒業する

ことを目標としている。

・特別支援校（１名 ）： 学校では簡易作業の反復練習が中心。当教室

で算数・国語・英語の学習を続けている。

・普通校（３名 ）：  単願推薦で私立高校に入学後、学力が追いつかず、

退学の可能性あり。通信高校に移ることも視野に入れ、本人の学力に

合わせた学習指導を実施。

・普通校（５名 ）：  公立高校生。塾に通うことが経済的に厳しい。進

学を希望しているため、受験に向けた学習指導を継続中。

①高校中退に至る前のより早い段階で適切な支援が可能となるよう、

学校との連携を密にしていく必要がある。

②就労支援団体との連携を強化していく。

家庭の経済的困難など様々な事情を抱えた子どもたちが高校に進学

後、勉強について行けず、中退するケースが少なくない。また小・中学

時代の学習の遅れを抱えたままの高校生の多くが自立学習ができ

ず、中退するケースも多々見られる。それらを防止するために高校入学

後も計画的・継続的に学習支援を展開し、就労や進学に結び付ける。

スクールソーシャルワーカーや教育機関、福祉事務所からの依頼によ

り中学時代から当団体の無料学習会に参加している子どもたちが毎

年高校に進学しており、その子どもたちを継続して指導する。また当

団体ＨＰを見た保護者からの依頼により、生徒が参加している。

指導者は、当団体所在地域在住の退職教員・ 塾講師経験者６名が担

当。講師全員が教育経験者であり、その高い知識と技術を生かして、

義務教育内容の学び直し・ 中堅以上の学校に所属する高校生の主要

教科の無料学習指導、大学進学指導を行った。

さらに学習支援をする中で保護者とも面談のみならず、メールや電話

などで日常的に連携を取り、学校生活が円滑に進むよう具体的にサ

ポートした。

参加者生徒： 全14名（男子５名・ 女子９名）

学年内訳： １年生 ３名　２年生 ９名　３年生 ２名

事業の目的

事業内容と活動経過

事業の成果
課題 及び展望

特定非営利活動法人  生活困窮・ホームレス自立支援ガンバの会   /  千葉県市川市

子どもたちの未来を開く！教育支援事業
特定非営利活動法人  まちの塾フリービー  /  東京都杉並区

経済的困難児童への支援活動 高校生中退防止のための学習支援

左： 学習風景
中： 講師研修会～児童精神科院内学級教諭の講義～
右： スタッフと遊ぶ子どもたち

左： 高校中退防止プログラムちらし　
右： 授業風景
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